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　胃底 腺壁 細 胞 は 腺 峡 部 の 細 胞 増殖 帯 で 細 胞 分裂 し腺 の

上方お よび 下 方の 二 方向に移動 しなが ら分化す る。そ の 結

果、胃小 窩か ら胃底腺底部迄広 く分布す る。超微構造的に

は 細 胞 内 分泌細 管 と小 管 小 胞 を 特 徴 と し、酸 分 泌 の 機 能 状

態に よ りそ の 形態 を 大き く変え る細胞で ある。し か し、酸

分泌 機能 は 全 体
一

様 な 分泌 能 を 示 す の で は な く腺 頸 部 付

近 の 分泌 能 が 高い と され て い る。光 顕的に プ ロ トン ポ ン プ

H’K’−AIPaseを免疫染色 して み る と、腺全体の 壁細胞が 染

ま る。と こ ろ が エ ズ リ ン、ア ク チ ン 等 に 対 し免疫染色 を行

な うとむ しろ腺上 部付 近 に 陽性 染色が多く見 られ る。 そ こ

で 自 由給食 な い し絶食 し た ラ ッ トお よ び 酸 分 泌 促 進剤 あ

る い は抑制剤を投与 した ラ ッ トか ら急速凍結 ・凍結置換、
パ ラフ ィ ン 包埋 試料を 作製 し、形態変化の 観察 と プ ロ トン

ポ ン プ、エ ズ リン 、ア ク チ ン の 変 動 等 の 比 較 観 察 を行 な っ

た。ま た 電顕 レベ ル で も高圧凍結 ・凍結置換、樹脂包埋 し

た ブ ロ ッ ク か ら超薄切片 を作製 し、免 疫染 色 の 結 果 を比 較

検討 した。
【材料 ・方法】 ウイ ス タ

ー
系 ラ ッ トを自由給食 と絶食また

は ヒ ス タ ミ ン な い しシ メ チ ジ ン を投 与 、麻酔下 に 胃試 料 を

採 取 した 。 光顕的 には プ ロ パ ン 急 速凍結、グル タル アル デ

ヒ ドを含む ア セ トン で 凍結置 換、パ ラ フ ィ ン ブ ロ ッ ク を作

製 した。電顕的 には 高圧凍結後、グ ル タル ア ル デ ヒ ドない

し オ ス ミ ウ ム を含 む ア セ トン で そ れ ぞ れ 凍結置換 、
L。wicrylK4M お よび Ep。n 樹 脂 ブ ロ ッ ク を 作製 した。免 疫 組

織化学染色は ビ オ チ ン
・
ス トレ プ トア ビ ジ ン 法、免疫金法

に よ りH ＋K ＋−ATPasc の 抗 α お よび βサ ブ ユ ニ ッ ト抗体、抗
エ ズ リン 抗 体、抗 ア クチ ン 抗 体 、標 識 フ ァ ロ イ ジ ン 等 に よ

り行なっ た。
【結果 ・検討】自由給食群 と絶食群に 各 々 シ メ チ ジ ン お よ

び ヒ ス タ ミ ン を 投与 す る と 胃内 腔の pH は 6．3．1．2．了．0，1．4
と な り 胃底 腺 の 生 理 状態 を表 し て い る と思 わ れ た 。

H7
←
K
＋−ATPase の 抗 α お よび βサ ブ ユ ニ ッ ト抗 体 染 色 で は 腺

全域の 壁細胞に 強 く、抗 リン 酸化 エ ズ リン 抗体は 腺上 部の

細胞に 強い 陽性を示 し た。電顕 レ ベ ル の ア ク チ ン の 分布は

給食群で 細 胞 内分泌 細管膜 下 に 強 い 反応が 見 られ た。壁 細

胞 の 細 胞 間差、局 在部位 差 が 示 唆され た。ヒ ス タ ミ ン 刺激

で は 細胞内分泌 細管は 拡 大、小 管小 胞 は 極 度 に 減少 し、細

胞内分泌細管の 微絨 毛基 部 に 5 層膜 構 造 等 もみ られ た。シ

メチ ジ ン 抑制で は細 胞 内分泌 細管は 縮小 、小 管小 胞が 増大

した。多胞 小 体 も抗 H
←

K
＋−ATPase 抗 体 染色 で小 体腔内の

小 胞 に 陽性 を示 した 。 刺激ない し抑制処理 群に お け る結果

は 生 理 的 な給食と絶食状態 で は あま り観察 され ず壁細胞

の 分 泌 膜相 互移 行 の 急激な応答像 と も考 え られ た。

【目的 】胃底腺壁細胞 は酸分泌刺激を受 けると、プ ロ トン

ポン プを有する細管小胞が頂上膜 に移行 して、著明な

形態変化を呈することが知られ て い る。しか し、酸分泌

期 か ら休 止 期 へ 移 行す る回復期 壁 細胞 の 実験 モ デ ル

は少 なく、その 動 態 に つ い て は 不 明 な 点が 多い 。我 々

は独 自に開発 した単離胃粘膜モ デル を用い て 、再現性

の 高い 回復期壁細胞の 実験モ デル 確立 に成功し、回復

期壁 細胞 の 形態変化 や プ ロ トン ポ ン プの 局在変化 を解

析した。

【方法 】24 時間絶食後 の ラッ トに 1時間再摂食させ て胃

酸分泌を刺激 した後 、 深麻酔 下 で PBS に続 い て組 織培

養液を灌流後 、 摘 出した 胃を二 枚刃 で 細長 く切 り出し、

さらに
一

枚刃 で 1．5−2．Omm の 長さに細切 して単離 胃粘

膜 を 作 製 し た 。
こ の 単 離 胃 粘 膜 を シ メチ ジ ン

（H2 −blocker）含有培養液中（37℃）で 5 − 120 分間処理

後、イソ ペ ン タン ／プ ロ パ ン 凍結（光顕用 ）また は 高圧凍

結 （電顕用 ）を施 して 観 察試料を作製した。

【結果と考察 】プ ロ トン ポ ン プの 局在を免疫組織化 学的

に解析した結果、頂上 膜付近 に集積 してい た陽性 反応

が、回復期の時間経過とともに 細胞 内 へ 移行することが

明らか となっ た。電顕レ ベ ル で は 、 回復期 5分後の 壁細

胞 には発達した細胞内分泌細管がみ られ 、 酸分泌時特

有 の 形態 が 観 察され たが 、回復期60 分後に は微絨毛

内の ア クチ ン 線維 が解離し、細胞 内分泌細管 の 内腔 が

膨化 した 微絨毛 で 埋 め つ くされ る様 子 が観察された。さ

らに 回復期90 分後に は 抗プ ロ トン ポ ン プ抗体 で 標識 さ

れる同 心 円状の 膜構造が壁細胞 内 に観察され 、回復期

120 分後に は 膜構造物を含んだ多数 の ライソゾ
ー

ム が

観察されるなど、回復期に お ける ア クテ ィブな膜取 り込

みとそ の 処理 を示唆する観察所見が得られた 。 この ラッ

ト単離胃粘膜モ デル で は 副細胞や主細胞などの 形態も

良好 に保たれ て お り、胃粘 膜研究の新たな実験 モ デ ル

として の さらなる応用 が 期待され る。
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